
第 56 回信濃町地域公共交通協議会 

 
【協議事項】 

（１）令和７年度信濃町地域公共交通協議会予算の補正について 
 
 
 
 
 
 
（２）路線バス時刻表の改正について 

 

 

 

 

 

 

 

（３）タングラムバスの路線休止について 
 

 

 

 

 

 

 

【協議結果】 

●本協議会委員数　　　　３０名 

●回答委員　　　　　　　２９名（会長を除く） 

委員の過半数の回答があったため、本会議について有効であることを報告します。 

●協議決議結果 

（１）令和７年度信濃町地域公共交通協議会予算の補正について 

 

 

（２）路線バス時刻表の改正について 

 

 

（３）タングラムバスの路線休止について 

 

 

 賛　　　２９名 否　　　　０名 未回答　　　　　１名

 賛　　　２９名 否　　　　０名 未回答　　　　　１名

 賛　　　２９名 否　　　　０名 未回答　　　　　１名

【内容】令和７年度（令和６年 10 月～令和７年９月）のフィーダー系統確保維持事業国庫

補助金について、国の上限額の改定があったため、補助金交付申請額により予算の補正を

行うもの（資料１参照） 

　◆上限改定により、補助申請額が 200,000 円の増 

【内容】路線バスのスムーズな運行及び列車との接続時間確保のため、町内路線バスの時

刻表を令和８年３月 30 日付で改正するもの（資料２参照） 

　◆新病院構内を経由する運行時間に余裕を持たせるよう全体の時刻を改正 

　◆黒姫駅着 16：45 の列車から路線バスへ乗車するまでの時間が短い路線（便）があり、

乗り換え時間を確保する 

【内容】東急リゾーツ＆ステイ株式会社が町内で運行する路線バスについて、令和８年３

月 31日付で路線休止とするもの（資料３参照） 

　◆当該バスの運行ルート：タングラム～古海～野尻湖～黒姫駅～第一スーパー古間店 

◆車両老朽化、ドライバー不足、運行費用削減のため休止する 



委員の２／３以上の決議があったため、（１）、（２）、（３）の議案について承認されたこ

とを報告します。 

 

●意見等 

・ライドシェアーやその応用、信濃町の実態に合わせたデマンドのより効率化、など広域

で人口減の信濃町に適した移動方法を真剣に検討する必要性を感じています。 

　　→令和９年度からの次期計画では、新たな交通手段の導入検討や、既存の移動手段の

効率化、利便性の更なる向上のほか、近隣市町村との協力による課題解決も模索し

ながら対応を進めていきたいと考えております。 

 


